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W01a 「すざく」衛星搭載硬X線検出器広帯域全天モニタ部 (HXD-WAM)の現状 (V)
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2007年秋季年会に続いて、X線天文衛星「すざく」に搭載された硬 X線検出器 (HXD)の広帯域全天モニタ部
(WAM)の現状を報告する。HXD は、光軸上の天体を対象にした 10–700 keV における高感度な観測だけでなく、
反同時係数用の BGD シンチレータ群 20本を用いて、全天の明るい天体を対象に、50 keV から 5 MeV までのX
線エネルギースペクトルが取得できる。打ちあげから二年以上を経た今でも、HXD-WAM に用いるユニット群も
正常に動作を続けており、ガンマ線バースト、太陽フレア、軟ガンマ線リピータなど多数の突発天体現象を検出し
ている。今回の報告では、前回の秋季年会以後のWAM検出器の経年変化の状態や、Konus, RHESSI, Swift など
との軌上同時較正試験の結果、ガンマ線バーストや太陽フレアなどの検出の現状について報告する。


